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小 島 哲 也 ([3州大学 ･故Tf)
本研究は.視覚性人工言別こより色.形.あるい
は数の命名や理解が可能なチンパンジーにおいて
ラベルの使用が弁別行動にどのような膨坪を与え
るのかを実験的に分析する目的で行なわれた｡突
験は.予備訓練の後.昭和57年6月末から8月巾
旬にかけて研死所地下チンパンジー用ホームケー
ジエリアで実施された｡
予備訓練では.①チンパンジーの人工吉行学習切
面をコンピュータ制御下火験室内からホームケー
ジへ拡大する.⑧刺激のカテゴリー化が要求され
る弁別学習を形成する.◎習和折みのラベル使用
(命名)反応を簡易キーボー ドへ般化させる.こ
とを目的とした｡4頭のチンパンジーの各々に.
色と形で異なる品物群の中から特定の品物 (ター
ゲット)を選択する弁別課題を訓練した｡容器の
中から品物をl個ずつ選び実験者に手波しさせ.
ターゲットの選択反応だけを強化する手続きによ
り.変動するターゲットを正碇かつ迅速に選択 (
カテゴリー化)できるようになった｡円2所には
簡易キーボードを用いて.自らが選択した67]物の
色や形を命名する訓練を行なった｡
実験では.雌 (アイ)1好日こおいて.弁別課題
場面へ簡易キーボードを持ち込み,弁別行動にお
けるカテゴリー化に命名反応の与える彫狩を分析
した.実験-Ⅰでは.選択反応後にml物の色や形
の命名を行なう (labellinA)条件 と行なわない
(choice)条件とでカテゴリー化の速さを比較し.
曲名反応によるカテゴリー 化への促進効果を認め
た｡突験-[では.命名の刺激次元がターゲット
の刺激次元と同じ くcompatiblelabelling)条件
と異なる くincompatiblelabelling)条件とでカ
テゴリー化の速さを比較し.非ターゲット次元の
命名反応によるカテゴリー 化への妨害効果が認め
られた｡
以上の結果は.弁別行動におけるカテゴリー化
への命名反応による刺激統制の即実を示しており
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